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   Intracavernous injection of various vasoactive drugs was performed in six erectile failure 
patients. The effects of each drug were evaluated in four grades: complete functional 
erection, incomplete functional erection, nonfunctional expansion and no effect. When pa. 
paverine hydrochloride (40 mg/ml) was administered, 4 of the 6 patients had nonfunctional 
expansion. By administering a mixture of 80 mg/ml papaverine hydrochloride with 1.0 mg/m1 
phentramine mesylate, nonfunctional expansion was seen in four patients and incomplete 
functional erection in two patients.As for the effects of prostaglandin E1, incomplete 
functional erections were seen in all patients, while complete functional erection was seen in 
two patients. 
   These findings indicated that the patients reacted differently to the same uasoactive drug, 
and that the papaverine and phentramine mixture had u stronger effect than papaverine 
alone, while prostaglandin E1 had the strongest effect on erection. Intracavernous injection 
of the these drugs is useful for the treatment and differential diagnosis of impotence.
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Chemicalprosthesis(塩酸 パパ ペ リン(P),フ ェ ン トラ ミン(PH),













































































イ ソポ テ ン ツの 研究 や 診 断 に つ い ての 報 告 は しだ い
に増 加 して き て い るJ・3).その 治療 方 法 と してpros・
thesisの挿 入 が 行 われ て い る が本 邦 では まだ 一般 的 で
ない.そ の代 わ りと して,最 近 注 目され て い る方 法 と
して,塩 酸 パ パ ベ リ ン,フ ェ ン トラ ミン,プ ロス タ グ
ラ ン ジ ンElな どの血 管拡 張 剤,す なわ ちchemical
prosthesisによる 治療 に関 心 が 持 た れ よ うと して い
る.
そ の歴 史 的背 景 と して,1977年Michalら4)がイ ン
ポ テ ンツの症 例 に誤 って塩 酸 パ パ ベ リ ンを 陰 茎 海 綿体
に局 注 し,陰 茎 の 勃起 が見 られ た との報 告 が 最初 で,
Virag5)はこれ を イ ンポ テ ン ツの治 療 と して用 い14例
中13例(93%)に 勃起 が 観 察 され た と述 べ て い る .そ
の後,多 くの 人 に よ り追 試 が な され この 薬 剤単 独 の効
果 に つ い て は 臨床 的 に も有 用 であ る と評価 され て お
り,最 近 では この塩 酸 パ パ ベ リ ンの 自己注 射 が欧 米 各
国 で よ く行 われ てい る.私 た ち の塩 酸 パ パ ベ リ ン単 独
で の成 績 で は症 例 の 選 択 が適 切 で な か った ため か ,他
の理 由か 不 明 で あ るが ,一 般 に 報 告 され て い るほ どの
成績 で は なか った.
文 献 上,血 管 拡 張剤 の イ ンポ テ ン ツに対 す る効 果 と
して・ 塩 酸 パ パ ベ リン単独 で は93%・,塩 酸 パパ ベ リ
ンと フ ェ ン トラ ミンの併 用 で は80.1%2),プロス タ グ
ラ ンジ ンElで は85%3)とされ て い る ・ そ こで ,私 た
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